
☆新しい１年 一歩ずつ、歩みは小さくとも歩き続ける大切さを実感できる年に 

【大谷翔平選手からのメッセージ】 

３つの野球グローブは学校への寄付

となります。私はこのグローブが、私た

ちの次の世代に夢を与え、勇気付ける

ためのシンボルとなることを望んでい

ます。それは野球こそが私が充実した

人生を送る機会を与えてくれたスポー

ツだからです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆アメリカメジャーリーガー大谷翔平選手から寄贈されたグローブ届きました 
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目指す児童像 ・考える子・助け合う子･たくましい子 

初日より大きな震災が起き、新たな決意をもって新年をスタートさせる１年となりました。   

学校再開、最初の集会では、１年の始まりということで子供達に｢一｣にまつわる話をさせてもら

いました。この｢一｣という漢字は、小学校で習う漢字 1026 字の中で最初に習うものであり、漢字辞

典の最初に出てくる字でもあります。この｢一｣という字、漢字は簡単ですが、たくさんの意味があり

ます。まずは｢数量｣を表すもので、えんぴつ１本、みかん１個と数を数える時の始まりの数です。次

に｢順序｣を表すもので、かけっこで１番、冬の一番寒い日など最初の位置を表す数です。さらに｢ま

とまり｣を表すものもあり１組１班といった集団やグループを表す場合や「みんなで気持ちを一つ

に」といった見えないけれどまとまりを表す場合もあります。｢一｣という漢字は簡単ですが、その意

味にはさまざまなものがあります。その｢一｣にもう一つ漢字を付けて熟語にするとしたら何の漢字

にするでしょう？ 私は｢一歩｣という言葉が浮かびました。｢最初の一歩を踏み出す｣という挑戦の意

味もあれば、｢一日一歩ずつ前へ進む｣という成長という意味もあります。全校の皆さん一人ずつが

毎日一歩でも進めば、全員で４６０歩となり、大きく前進することになります。それぞれの一歩は小

さく、短くてもみんなで合わせれば大きな歩みになります。そうやって心も一つにして，より良い学

校にしていく一歩を踏み出す１年のスタートにしたいものです。 

最後になりますが、今年も本校教職員一同、子供達と共に豊「みのり」という地域で学びながら、

自分の未来を考え、地域に関わり続ける人材の育成をめざし地道に教育活動を続けていきたいと考

えています。今年１年、引き続き保護者、そして地域の皆様のご支援をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

夢に向かって努力を続けた大谷翔平選手

声と共に全員の動きが揃っていた赤組 

右利き用大小１つずつ・左利き用１つ

それなー｣のユニークなかけ声の青組

み薬や検査紙で水のきれいさを調査 
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2024 年 1 月 22 日(月)発行 

すでにニュースで報道されているとおり、アメリカロサンジェルス・ドジャーズに移籍して今季

も活躍が期待されている大谷翔平選手から全国の小学校に寄贈されたグローブが本校に１月１５日

（月）に届きました。早速、６年教室から順番に回覧しましたが、グローブを触ったり、実際に嵌め

てみたりして子ども達はその感触を確かめていました。「野球やろうぜ」の言葉と共に、大谷選手が

アメリカで活躍する野球選手になったように、グローブを見て、触りながら自分の目標や夢を大切

に、それを実現させるためのシンボルとしてみんなで使っていきたいと思います。 

tel:36-3802


☆１年生活科 昔遊び体験 豊地区あじさい元気クラブの方々をお招きして 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆２学期後半 1月から３月の学校行事予定  

 

 

 

 

冬を迎え積雪により外遊びができず、室内遊びが中心となることもあり、１年生が生活科の学習

の一環としてあじさい元気クラブ（豊地区老人会）の方々を先生に昔遊びを教えていただく体験学

習を１２月１４日（木）に行いました。当日は、お手玉やこま回しを実演していただくと共に、直接

その遊び方やうまくなるこつを教えていただきました。今年度は、コロナ感染対策の制限緩和によ

り地域の方を外部講師としてお招きし、児童と共に体験学習を設定する機会を増やせたことをあり

がたく思っています。何より子ども達が昔遊びを通し地域の方とふれ合えたことを喜んでいました。 

２つだけでなく３つを回すお手玉遊び 最後は、上手にできたこま回し 手を取って教えていただくひものかけ方

から全員で声をかけ合って合計回数を数

える稼ぐ 

 １月 ９日(火) 授業･給食再開         ２月１５日(木) 家庭・地域・学校協議会 

１２日(金) くすの木活動            １６日(金) 学校保健委員会  

  １７日(水) 委員会活動             ２２日(木) ６年なわとび大会   

３１日(水） クラブ活動              ２７日(火) ６年生を送る会  

２月 １日(木) 中学校入学説明会           ２８日(木) １年なわとび大会・クラブ活動 

２日(金) ４年なわとび大会        ３月 ５日(火) 子ども町会 ６日(水)より新登校班開始       

   ６日(火) 新１年わくわく交流デー        ６日(水) 委員会活動  

   ７日(水) ５年なわとび大会               ８日(金) 卒業式予行・卒業記念品贈呈式 

   ８日(木) ２年なわとび大会          １２日(火)  第１３１回卒業証書授与式 

  １４日(水) ３年なわとび大会・委員会活動    １８日(月) 大掃除 ２１日(木) 教室移動    

                                             ２２日(金) 令和５年度修了式・離任式  

※ 新型コロナウイルス・インフルエンザ集団感染等の対応により、予定変更の可能性もあります。 

 

 

 

けん玉教室の最初はその持ち方から 玉にけん玉を刺す高度な技に驚き

の披露に驚き 

みんなで楽しみながらしっかり練習 

年明けの１月１２日（木）には、クラブ活動でもお世話になっているけん玉名人の仁科章先生を指

導者としてお招きして、けん玉の遊び方についても教えていただきました。けん玉の持ち方から基

本の技、さらにはより高度な連続技まで子ども達も時間を忘れてけん玉遊びに熱中していました。

年齢の離れた年配の方々から簡単な玩具を使いながらも工夫して遊ぶ楽しさや一つの技を習得する

のに練習時間をかけた分できたときの喜びも大きいことを身をもって体験できた子ども達でした。 


